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要 旨 

 コマは回りだしたらずっと一定の方向を向いている。ハードディスクドライブを自由に

動くようにして地球の回転（自転）を計った。結果は一日あたり142.6度の回転となった。

東京の緯度からの推測と比べてみた。 

 

１．はじめに 

 ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）を修理するとき、電源を入れたまま手で持ってしま

った。吹っ飛んでしまうような不思議な感覚だった。ディスクの中で高速回転している

円盤の力で強力なコマになっている。コマは回りだしたらずっと一定の方向を向いてい

る。そこで、もし、自由に動くようにすれば、地球の自転を反映した動きをするはず。

このことを利用すれば、地球の自転速度がわかるかもしれないことを思いついた。 

ＨＤＤを吊り下げ自由に回るようにして、レーザー光をＨＤＤに向け反射させた。こ

の反射光を５ｍ先の白い紙に映して動きを測定した。前回の実験で用いたターンテーブ

ルを再度利用したり、ＨＤＤをひもや糸で天井から吊るした。 

 

２．ハードディスクドライブ、レーザー光とは 
ＨＤＤ(ハードディ

スクドライブ)とは、

中で金属の円盤が

高速回転している

パソコンのデータ

記憶装置である。パ

ソコンのパーツで、

回転の精度がよい。

このＨＤＤを今回

の実験で使用する。レーザー光線は本当に直進するんだろうか、これを確認したい。そ

のために、レーザーを曲げてみる実験をする。結果、砂糖水などの中でなければどうや

っても曲がらなかったので、「直進している」ということになるであろう。   

 

３．工夫１ 自由に動くようにする 
ターンテーブルとお風呂に浮かべた洗面器の上で動かす方法は、まったく自由に動かなか

った。三脚からつる

す方法がベストだっ

た。 

 

←ターンテーブルで

自由に回るように 

 

→三脚に釣り糸でつ

るしているHDD   

 



 

 

４．工夫２ 車輪効果を避ける 

 回転していて、少しでも傾いていると、どんどん回ってしまう効果。つくばの博物館

で、回転している車輪をもって回転いすに座って遊んでいるときに見つけた。だからこ

う名前を付けた。今回はＨＤＤを垂直にしなければこのように回転してしまうと考えた。 
 

５．工夫３ ケーブルを一本にしておもりを重くした 

 
4000秒で3.5度 1日75.6度        3000秒で2.8度 1日80度        2000秒で3.3度 1日142.6度 

ケーブルを細くして（左）、ＨＤＤを垂直にして（中）、さらにＨＤＤを３つにしてさ

らに重く（右）した。糸のねじれ始めるまでのところで直線を引いた。 

  
一日142.6度回転する！ 

 

６．自転を測ることはできたのか？ 
 ここで、北極（北緯９０度）では一日に３６０度の回転になると思われる。赤道では

全く回らない。東京だとどうなのだろうか。90度と0度を直線で結んで、東京の緯度（北

緯３５度４１分）の点を求めた、 となった。 これは、今回の実験か

ら求められた、一日当たり142.6度とかなり近い！！地球の自転を測れているかも！？ 
 

７．結論と考察 
 

【結論】 

最終的にHDDの面が24時間で142.6度回転すること

を見つけた。東京の緯度を考えると地球の自転とほぼ

あっている。おそらく今回の実験で地球の自転を測る

ことができたと思う。 

 

【今後の課題】２枚の鏡を向かい合わせると、高精度

でデータを得られるかもしれない。レーザー光線は、ハードディスクに張り付けた鏡（向

こう側）と固定した鏡（裏面が見えている。手間側）の間を何回か往復してから、スク

リーンに向かう。張り付けたほうの鏡に当たるたびに、ディスクの回転角度の２倍だけ、

方向がどんどん変わっていく。 

 

【不確かなこと】北極と赤道の回転角を直線で結んでしまったこと。 


